
　「智と徳を兼ね備え社会に貢献し得る女性の育成」
　本学年は、明治21（1888）年に創設された済々黌附属女学校をその源としており、同校創

設に際して創立者の佐々友房らが遺した「濟々黌附属女學校創立ノ主旨」の中には、女子教育の

必要性、女子教育の理念などについて縷々述べてあり、その中から建学の精神を表す箇所につい

て要約したものです。

【建学の精神】

　「尚絅　表面を飾らず内面の充実に努める」
　本学園は、校名である「尚絅」の二字に凝縮された言葉をもって教育の理念の姿とし、本学園

の教育理念としています。「尚絅」とは、中国の古典『中庸』の一節、「衣錦尚絅」（錦を衣て絅

を尚ふ）、すなわち、錦を着た場合はその上から薄物をかけ、きらびやかな模様を表に出さない

ようにするという君子の道のあり方を説いた句に由来しています。この句には、表面を飾らず内

面の充実に努めるという、人としての心構え、あり方が含意されています。

【教育理念】

－ 1 －



　　
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
６
年
度
総
会
の
役
員
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
森
下
ひ
ろ

子
様
の
後
を
引
継
ぎ
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
沼
垣
邦
子
と
申
し
ま
す
。

 

私
は
、
家
政
科
を
昭
和
44
年
３
月
に
卒
業
後
、
熊
本
県
職
員
と
し
て
農
業
・

農
家
生
活
の
改
善
等
に
38
年
間
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
長

い
間
仕
事
中
心
の
生
活
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
同
窓
会
の
活
動
は
会
誌

「
花
さ
く
ら
」
か
ら
得
る
の
み
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
、
同

窓
会
の
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
歴
代
会
長
が
築
か
れ
た
功
績
を
引
継
ぎ
、
同
窓
会
の
目
的
で
あ
る
、
学
校

の
発
展
と
会
員
相
互
の
親
睦
が
図
れ
る
よ
う
務
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
不

慣
れ
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

  

当
、
短
期
大
学
は
昭
和
29
年
の
第
一
回
卒
業
生
か
ら
数
え
て
同
窓
生
は
、

２
９
０
０
０
人
近
く
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
は
、

地
域
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
同
窓
生
と
し
て
大
変
誇
り

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
に
は
同
窓
会
入
会
式
を
開
催
し
、
２
３
４
人
の
卒
業
生
を

新
会
員
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
と
は
、
交
流
・
協
力
を
図
り
、
学
生
会
へ
の
支
援
等
も
行
な
っ
て
お

り
ま
す

　
同
窓
会
の
活
動
も
、
若
い
会
員
さ
ん
等
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
日
々
更
新
し
、
情
報
豊
富
な
も
の
に
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
会
誌
「
花
さ
く
ら
」
は
、
同
窓
会
や
学
校
の
動
き
な
ど
を
記
載
し
、

会
員
の
皆
様
と
つ
な
が
る
唯
一
の
情
報
源
と
し
て
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
投
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
が
集
ま
る
行
事
を
自
粛
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
徐
々
に
活
動
を
再
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
昨
年
11
月
に
は
、
学
校

と
の
共
催
で
「
第
９
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
」
を
開
催
し
、
講
演
会
や
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
今
年
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
学
園
を
訪
ね
て
頂
き
、
交
流
が
図
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
日
帰
り
研
修
旅
行
も
計
画
中
で
す
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
ご
覧
頂
き
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
年
会
費
や
入
学
生
か
ら
の
入
会

金
な
ど
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ
の
ご
挨
拶

　
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
　
　
　
　

　
会
長
　
沼
垣
（
中
道
）　
邦
子

熊
本
女
子
短
期
大
学

　
家
政
科

　
　

昭
和
44
年
卒(

第
16
回
生)
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ご
　
挨
　
拶

　
学
校
法
人
尚
絅
学
園
　
　
　
　

理
事
長
　
秋
岡

　
廣
宣

　
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
学
園
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

昨
年
の
５
月
に
は
同
窓
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
落
ち
着
き
は
み
た

も
の
の
、
激
動
続
き
の
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の
復
活
、
各
国
間
で
続

く
戦
争
の
拡
大
、
そ
し
て
自
然
災
害
の
増
加
な
ど
不
安
な
要
素
が
急
激

に
増
え
て
い
ま
す
。
又
、
国
内
に
お
い
て
も
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然

災
害
の
多
発
化
、
衆
議
院
選
に
お
け
る
自
民
党
の
大
敗
、
物
価
の
上
昇
等
、

こ
れ
ま
た
変
動
の
激
し
さ
が
一
層
増
し
た
一
年
で
し
た
。

　
一
方
県
内
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
は

免
れ
た
年
で
し
た
が
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な
ど
の
進
出
に
起
因
し
た
交
通
渋
滞

の
悪
化
、
農
地
の
減
少
、
水
汚
染
の
心
配
な
ど
、
新
し
い
不
安
材
料
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
本
学
園
に
お
き
ま
し
て
は
、
教
職
員
お
よ
び
学
生
の
皆
さ
ん

の
真
摯
な
取
り
組
み
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
落
ち
着
き
に
と
も
な
い
、
日
常

の
学
園
活
動
は
大
き
な
問
題
も
な
く
進
捗
し
て
い
ま
す
。
学
内
の
授
業
、

文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
海
外
の
学
校
と
の

交
流
や
留
学
な
ど
も
新
型
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
っ
て
お
り
、
多
方

面
で
の
活
動
範
囲
の
広
が
り
を
期
待
し
て
い
る
所
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
学
園
の
第
２
期
中
長
期
計
画
も
２
年
目
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
様
ご
存
じ
の
様
な
少
子
化
と
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
激

な
変
化
で
、
目
標
の
達
成
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、

毎
年
５
万
人
の
出
生
者
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
今
世
紀
末
に
は
、

日
本
の
人
口
は
明
治
時
代
40
年
頃
の
６
千
万
人
に
な
る
と
さ
え
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
本
学
園
も
こ
の
荒
波
は
避
け
て
は
通
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
し
、
何
と
し
て
も
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
よ
う
な
発
想
の
転
換
、
新
し
い
事
へ

の
挑
戦
な
ど
を
模
索
し
な
が
ら
、
こ
の
難
局
に
向
か
い
合
い
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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　尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
学
の
教
育
・

研
究
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
（
第
９
回
）
も
昨
年
に
続
き
、
短
大
・
大

学
同
窓
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
２
０
２
４
年
11
月
24
日
（
日
）
に
開
催
し
、

同
窓
会
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
多
く
の
卒
業
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
会

裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
誌
の
「
短
大
だ
よ
り
」
の
中
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
次
年
度
も
さ
ら
に
多

く
の
卒
業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
５
年
４
月
以
降
の
入
学
生
に
給
付
型
の
「
二
世
代
・
三
世

代
入
学
奨
学
金
」
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。
お
母
様
、
お
祖
母
様
の
い
ず
れ

か
が
本
学
（
短
大
・
大
学
）
の
卒
業
生
の
場
合
、
新
入
生
に
奨
学
金
を
給
付

し
ま
す
。
お
子
様
、
お
孫
様
の
ご
入
学
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の

５
類
と
な
り
３
年
近
く
が
過
ぎ
、
コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
時
代
が
ま
さ
に
到
来

と
い
う
出
来
事
の
１
つ
に
、
２
０
２
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
が
、
目
ま

ぐ
る
し
く
発
展
を
遂
げ
る
Ａ
Ｉ
の
基
本
技
術
で
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
」
に
、化
学
賞
が
Ａ
Ｉ
に
よ
る
「
人
工
タ
ン
パ
ク
質
の
設
計
」
と
「
タ

ン
パ
ク
質
の
３
次
元
構
造
予
測
」
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
話
題
が
あ
り
ま
す
。

化
学
賞
の
研
究
は
、
70
年
も
前
か
ら
、
の
べ
６
万
の
研
究
者
が
地
道
に
実
験

的
に
決
定
し
た
22
万
以
上
の
タ
ン
パ
ク
質
の
３
次
元
構
造
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

あ
っ
た
か
ら
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

近
年
、
18
歳
人
口
の
減
少
や
学
生
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
の
影
響
で
、
全
国

的
に
女
子
大
や
短
大
離
れ
が
み
ら
れ
、
本
学
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
２
期
中
長
期
計
画
」（
２
０
２
３

～
２
０
３
２
年
度
）
で
は
、
選
ば
れ
る
大
学
を
教
職
協
働
で
実
現
す
る
た

め
、
目
標
と
そ
の
評
価
指
標
を
達
成
の
た
め
の
活
動
計
画
を
策
定
し
、
現
在
、

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
志
願

者
、
そ
し
て
入
学
者
を
増
や
す
べ
く
、
本
学
の
教
育
・
研
究
の
成
果
を
広
く

発
信
し
、
魅
力
を
伝
え
て
お
り
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
２
０
２
３
年
４
月
、
保
育
士
資
格
の
ほ
か
、
幼
稚
園

教
諭
一
種
免
許
状
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
が
取
得
可
能
で
、

保
育
現
場
を
リ
ー
ド
す
る
高
い
専
門
性
と
実
践
力
を
備
え
た
人
材
を
養
成
す

る
４
年
制
の
「
こ
ど
も
教
育
学
部
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
本
学
は
、

短
期
大
学
部
の
３
学
科
に
加
え
、
大
学
に
も
３
学
部
が
揃
い
ま
し
た
の
で
、

本
学
を
設
置
す
る
尚
絅
学
園
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
智
と
徳
を
兼
ね
備
え
、

社
会
に
貢
献
し
得
る
女
性
の
育
成
」
に
む
け
て
益
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
後
輩
た
ち
の
授
業
で
特
色
の
あ
る
学
び
、

地
域
貢
献
や
交
流
活
動
な
ど
の
様
子
を
掲
載
し
、
日
々
更
新
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
先
輩
と
し
て
ご
意
見
、
励
ま
し
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
益
々
の
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶

　
尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部

学
長

　
山
縣

　
ゆ
り
子
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多 久　 慶 子

本 多　 久 子

寺 崎　 邦 子

下 川 冨 士 子

森 下 ひ ろ 子

沼 垣　邦子

尚絅大学短期大学部同窓会沿革

　尚絅学園同窓会「花桜会」の中に、昭和２９年第１回短大卒業生から入会し属していまし

たが、当時の花桜会会長の永井喜登先生から「短大も部会をつくっては！」と言われ、その

当時短大に勤務されていた家政科１回卒の多久先生が立ち上げられ、初代の会長になられた

のが始まりです。

初代会長1967 年 (S42 年 )　　多久　慶子 ( 家政科１回卒 )

２代 1973 年 (S48 年 )　　本多　久子 ( 家政科１回卒 )

　　　　　　　　　　　　　　　「会誌」創刊号 1979 年 (S54 年 )

　　　　　　　　　　　　　　　「会誌」2 号 1981 年 (S56 年 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〜

　　　　　　　　　　　　　　　「会誌」12 号 1999 年 (H11 年 3 月 )

３代 1999 年 (H11 年 )　　多久　慶子

　　　　　　　　　　　　　　　短大同窓会名簿「銘桜」刊行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1999 年 (H11 年 11 月 )

　　　　　　　　　　　　　　　「会誌」13 号 2001 年 (H13 年 3 月 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〜

　　　　　　　　　　　　　　　「会誌」15 号 2005 年 (H17 年 3 月 )

４代 2005 年 (H17 年 )　　下川冨士子 ( 家政科４回卒 )

　　　　　　　　　　　　　　　会誌「花さくら」16 号 2006 年 (H18 年 3 月 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〜

　　　　　　　　　　　　　　　会誌「花さくら」20 号 2010 年 (H22 年 3 月 )

５代 2010 年 (H22 年 )　　寺崎　邦子 ( 食物科１回卒 )

　　　　　　　　　　　　　　　会誌「花さくら」21 号 2011 年 (H23 年 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H24 年 ) 短期大学創立 60 周年記念

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同窓会祝賀会開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H25 年 ) 学園創立 125 年に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ホームカミングデイ」第 1 回〜第 5 回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〜

　　　　　　　　　　　　　　　会誌「花さくら」27 号 2017 年 (H29 年 3 月 )

６代 2017 年 (H29 年 )　　森下ひろ子 ( 幼児教育科５回卒 )

　　　　　　　　　　　　　　　会誌「花さくら」28 号 2018 年 (H30 年 3 月 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ホームカミングデイ」第 6 回〜第 8 回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〜

　　　　　　　　　　　　　　　会誌「花さくら」34 号 2024 年 (R6 年 3 月 )

７代 2024 年 (R 6 年 )　　沼垣　邦子 ( 家政科 16 回卒 )

　　　　　　　　　　　　　　　会誌「花さくら」35 号 2025 年 (R7 年 3月 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ホームカミングデイ」第 9 回
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同 窓 会 活 動 内 容 活 動 計 画2024(R6) 年
2025(R7) 年

○4月1日	定例会	 ・新旧役員顔合せ
	 	 	 	 ・同窓会入会式の反省
	 	 	 	 ・会計報告
	 	 	 	 ・総会について
○5月13日　	 総　会
○6月3日	定例会	 ・総会の反省
	 	 	 	 ・研修旅行について
○7月1日	定例会	 ・R７年の総会について
	 	 	 	 ・サマーセミナーについて
○9月2日	定例会	 ・ホームカミングデイについて
	 	 	 	 ・研修旅行について
	 	 	 	 ・ホームページ
	 	 	 	 ・会誌原稿依頼
	 21日（日）	一日研修旅行
○10月7日	定例会	 ・研修旅行反省
	 	 	 	 ・ホームカミングデイについて
	 		5 日（土）

	 12日（土）

	 19日（土）	

	

○11月11日	定例会	 ・ホームカミングデイについて
	 24日（日）	ホームカミングデイ
	 	 	 　　　九品寺……家政科、食物科
	 	 	 　　　武蔵ヶ丘……幼児教育科
○12月2日	定例会	 ・ホームカミングデイの反省
○1月6日	定例会	 ・年間行事、新年会
	 	 	 	 ・同窓会入会式について
	 	 	 	 ・会計報告
○2月3日	定例会	
○3月3日	定例会	 ・同窓会入会式

◇毎月の第一月曜日

	 ……定例会

◇ 6月6日（金）

	 ……総　会
　　　		受付11:00
	 KKRホテル1階

◇10月

	 ……研修旅行

	 ……公開講座

◇11月

	 ……ホームカミングデイ

◇3月

	 ……卒業生同窓会
　　　　　入会式

総会、研修旅行
ホームカミングデイ
への同窓会員皆様の
ご参加とご連絡を

お待ちしております！
詳しくはホームページ

をご覧ください。

公開講座参加
テーマ
「38億年の命」
−多世代で新しい時代を生きる−
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総
　
　
会

　
令
和
６
年
５
月
13
日
、
令
和
６
年
度
総
会
が
、
尚
絅
学
舎
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
時
30
分
に
開
始
、
橘
薫
様
を
議
長
に
選
出
し
、
式
次
第
に
沿
い
、
粛
々
と
進
め
ら
、

令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
き
な
議
題
と
し
て
、
会
長
の
交
替
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
よ
り
永
年
ご
尽
力
頂
い
た
幼
児
教
育
科
（
５
回
生
）
森
下
ひ
ろ
子
様
か

ら
、
家
政
科
（
16
回
生
）
沼
垣
邦
子
様
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
令
和
６
年
度
活
動
計
画
案
、
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
質
疑
応
答
後

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
11
時
よ
り
、
秋
岡
廣
宣
尚

絅
学
園
理
事
長
、
山
縣
ゆ
り
子
尚
絅
大
学
・
尚

絅
大
学
短
期
大
学
部
学
長
を
お
招
き
し
、
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
経
歴
に
ま
つ
わ
る
話

な
ど
、
興
味
深
く
笑
い
を
誘
う
話
も
盛
り
沢
山

で
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
尚

絅
学
舎
（
元
の
第
一
学
寮
跡
）
と
い
う
空
間
で

と
て
も
距
離
が
近
く
、
よ
り
人
と
な
り
を
知
る

事
が
出
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
少
子
化
に

よ
る
学
生
数
の
減
少
等
、
深
刻
な
課
題
も
話
題

に
あ
が
り
、
今
後
の
学
校
同
窓
会
の
あ
り
方
な

ど
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
荒
牧

　
裕
子

　
記
）
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令
和
６
年
３
月
15
日
、
午
後
１
時
よ
り
、

短
大
部
同
窓
会
の
入
会
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。
九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
生
活
学

科
48
名
。
食
物
栄
養
学
科
54
名
の
新
卒
業

生
の
皆
さ
ん
の
同
窓
会
入
会
で
し
た
。

　
森
千
鶴
子
副
会
長
の
祝
詞
に
続
き
、
記
念
品

の
会
誌
と
帛
紗
の
贈
呈
式
を
終
え
、
各
科
の
代

表
の
入
会
の
詞
を
頂
き
、
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
同
窓
会
の
将
来
を
託
し
、
又
社
会
貢
献
を
願

い
な
が
ら
、
役
員
一
同
臨
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橘

　
薫

　
記
）

同
窓
会
入
会
式

〈
九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

〈
武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

　
コ
ロ
ナ
禍
で
途
絶
え
て
い
た
同
窓
会
入
会
式
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に

学
生
さ
ん
達
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
科
長
か
ら
の
挨
拶
、
ク
ラ
ス
役
員
の
任
命

授
与
、
同
窓
会
か
ら
の
記
念
品
帛
紗
の
贈
呈
式

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
幼
児
教
育
科
卒
業
で
あ

る
森
下
ひ
ろ
子
同
窓
会
会
長
か
ら
は
「
同
窓
会

に
入
会
さ
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
同
窓
会
役
員
も
高
齢
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
若
い
力
を
お
借
し
下
さ
い
。
」
等
の

挨
拶
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
静
か
に
聞
か
れ
、
入

会
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　
式
の
準
備
な

ど
、
学
校
側
か
ら

手
助
け
も
あ
り
、

会
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
た
こ

と
を
感
謝
し
ま

す
。

（
矢
島

　
美
穂

　
記
）
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令
和
６
年
３
月
17
日
久
し
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
役
員
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
森
下
ひ
ろ
子
同
窓
会
会
長
挨
拶
後
、
会
誌
第
34
号
の
発
送
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
部
会
室
隣
り
の
教
室
で
会
誌
、
挨
拶
文
等
を
二
人
一
組
の
流
れ
作
業
で

封
筒
に
セ
ッ
ト
し
ま
す
。
先
輩
方
は
慣
れ
な
い
作
業
の
中
で
も
会
話
が
弾

み
、
か
え
っ
て
先
輩
方
の
パ
ワ
フ
ル
さ
に
圧
倒
さ
れ
通
し
の
楽
し
い
ひ
と

時
で
し
た
。

　
今
回
は
、
い
つ
も
の
発
送
手
順
と
異
な
り
郵
便
番
号
順
に
封
入
、
最
終

の
コ
ン
テ
ナ
入
れ
も
同
様
と
な
り
、
か
な
り
神
経
を
使
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
な
ん
と
か
約
３
時
間
く
ら
い
で
作
業
終
了
と
な
り
、
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。

　
今
回
も
た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ス
役
員
、
同
窓
会
役
員
の
方
々
の
お
陰
で
無

事
に
発
送
の
作
業
完
了
。
お
手
伝
い
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
４
年
前
に
久
し
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
役
員
会
に
出
席
し
会
誌
発
送

作
業
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
会
誌
が

届
い
て
い
ま
し
た
が
、
先
輩
方
の
苦
労
が
あ
っ
て
届
い
て
い
た
と
反
省
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
会
誌
発
送
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田

　
明
美

　
記
）

ク
ラ
ス
役
員
会
・
会
誌
発
送
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秋
の
一
日
旅
行
に
想
い
も

　
　
　
　
　
　
　
重
ね
て
…

　
　
　
　
　
幼
児
教
育
科
５
回
生

　
　
　
　
　
小
田
　
芳
子

　
９
月
も
中
旬
を
過
ぎ
て
尚
ま
だ
暑
い
中
、
秋
の

一
日
旅
行
と
書
い
て
良
か
っ
た
か
な
ぁ
？
と
思

い
な
が
ら
、
９
月
21
日
先
ず
国
宝
の
「
通
潤
橋
」

（
山
都
町
）
に
行
き
ま
し
た
。
昼
か
ら
放
水
も
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
ツ
ア
ー
は
先
が
あ
る
の

で
、
観
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

国
宝
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
功
を
な
し
て
か
、
若

い
人
も
多
く
、
そ
の
光
景
は
、
石
橋
の
建
築
に
携

わ
っ
た
先
人
た
ち
も
（
「
俺
達
が
つ
く
っ
た
ん
だ

ぞ
ぉ
ー
。
」
）
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
は
私
の
勝
手
な
想
い
で
す
。
お
よ
そ

170
年
前
（
江

戸
末
期
）
に
水
不
足
解
消
（
農
業
用
水
）
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
に
し
て
、
そ
の
頭
脳
明
晰

と
共
に
石
橋
ア
ー
チ
の
変
わ
ら
ぬ
雄
大
な
佇
ま
い

に
、
改
め
て
感
服
し
ま
し
た
。

　
次
に
バ
ス
で
の

移
動
、
進
む
に
つ

れ
車
窓
か
ら
は
右

も
左
も
、
よ
り
緑

多
し
。
お
よ
そ
１

時
間
位
で
神
話
の

里
（
宮
崎
の
高
千

穂
）
に
着
き
ま
し

た
。
駐
車
場
か
ら

食
事
処
ま
で
は
、

心
臓
破
り
の
坂
と
も
言
え
る
位
の
坂
を
ハ
ア
ハ
ア

言
い
な
が
ら
登
り
着
い
た
ら
、

150
年
は
経
っ
た
で

あ
ろ
う
建
物
。
折
々
に
は
神
楽
も
こ
の
場
で
行
わ

れ
て
る
と
の
こ

と
は
見
て
す
ぐ

判

り

ま

し

た
。

そ
の
広
間
の
中

に
は
、
沢
山
の

方
々
が
食
事
さ

れ
て
い
た
の
に

は
び
っ
く
り
で

し
た
が
、
そ
の

御
膳
は
こ
の
場
に
相
応
し
い
造
り
で
美
味
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
が
余
談
で
す
が
、
食
事
中
に
盛
り

上
が
っ
た
の
が
、
「
先
日
熊
本
人
は
ス
イ
カ
の
皮

を
食
べ
て
る
と
Ｔ
Ｖ
放
映
が
あ
っ
た
よ
ね
。
」
と

我
々
の
グ
ル
ー
プ
は
「
昭
和
時
代
は
そ
う
だ
っ
た

ね
。
父
も
母
も
好
き
だ
っ
た
よ
ね
」
「
で
も
今
の

皮
は
薄
い
し
平
成
、
令
和
は
食
べ
な
い
の
で
は
？
」

と
言
い
ま
し
た
…
。
ま
ぁ
宮
崎
で
熊
本
の
た
わ
い

も
な
い
話
題
で
賑
わ
っ
た
楽
し
い
食
事
時
間
が
終

わ
る
と
、
い
よ
い
よ
「
高
千
穂
峡
」
散
策
。
階
段

は
葉
っ
ぱ
一
枚
も
落
ち
て
な
い
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
程
き
れ
い
で
、
葉
っ
ぱ
は
両
側
に
掃
き

寄
せ
て
あ
り
ま
し
た
。
来
客
へ
の
心
遣
い
と
全
て

を
含
め
て
の
素
晴
ら
し
い
景
観
か
ら
見
え
る
雄
大

な
渓
谷
は
暑
さ
が
吹
っ
飛
ぶ
よ
う
な
爽
快
感
が

一
日
研
修
旅
行
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あ
り
ま
し

た
。

　
最
後
に

「

天

岩

戸

神
社
」
へ

参
拝
、
駐

車
場
か
ら

の
道
は
整

備
さ
れ
て

い
ま
し
た
し
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
参
拝
者
も
老
若
男
女
、
多
か
っ
た
で
す
。

　
私
は
、
一
週
間
前
に
車
を
買
い
替
え
た
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
交
通
安
全
の
お
守
り
を
購
入
し
ま

し
た
。
一
つ
気
付
い
た
の
で
す
が
、
各
家
庭
（
家
）

の
し
め
飾
り
が
今
も
玄
関
に
飾
ら
れ
て
い
て
い
る

こ
と
で
す
。
や
は
り
神
が
宿
る
古
里
で
す
ね
。
一

年
間
飾
っ
た
後
神
社
に
納
め
る
そ
う
で
す
。
能
面

も
飾
ら
れ
て
い
て
ど
の
家
も
古
く
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
長
年
飾
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
守
り

神
と
し
て
…
。
神
秘
な
癒
や
し
の
場
所
の
旅
で
し

た
。
何
万
年
の
時
を
経
て
の
今
で
す
が
…
。

　
そ
ん
な
想
い
に
耽
る
自
分
が
い
ま
す
が
、
丁

度
こ
の
日
は
能
登
豪
雨
が
起

き
、
能
登
地
震
か
ら
の
復
興

途
中
の
再
び
の
自
然
災
害
、

家
に
帰
り
着
い
た
ら
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
…
。
リ
ア
ル
な
現

状
で
し
た
が
、
私
た
ち
も
熊

本
地
震
を
経
験
し
、
や
っ
と

平
穏
な
日
々
が
送
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
能
登
も
い

つ
の
日
か
、
人
々
の
生
活
の

安
定
と
、
美
し
い
景
色
が
見

れ
る
日
を
願
っ
て
ま
す
。
一

緒
に
旅
し
た
同
窓
生
は
み
ん

な
元
気
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
！
ま

た
逢
う
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
…
。

　
旅
行
を
企
画
さ
れ
た
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
格
安
料
金
で

連
れ
て
行
っ
て
下
さ
っ
た
熊

本
電
鉄
さ
ん
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
同窓会から助成金（１万円）

参加者 8名以上の集まりには同窓会から助成いたします。
日時と場所、感想をそえて写真もお願いします。

事務局までご連絡下さい。
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令
和
６
年
11
月
24
日
、
第
９
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
吹
く
風
が
冷
た
く
な
り
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
な
が
ら
受
付
を
始
め
、
今

年
60
才
還
暦
同
窓
会
の
方
々
を
中
心
に
、
同
窓
生
の
皆
様
が
笑
顔
で
お
見
え

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
１
号
館
10
階
ホ
ー
ル
に
て
、
卒
業
生
で
料
理
研
究
家
、
相
藤
春
陽
さ

ん
が
「
食
と
の
か
か
わ
り
方
」
の
演
題
で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
学
ん
だ
事
を
、
家
庭
に
伝
え
る
事
や
、
旬
の
料
理
の
美

味
し
さ
、
熊
本
の
食
材
の
美
味
し
さ
を
伝
え
た
い
と
食
文
化
を
発
信
さ
れ
て

お
り
、パ
ワ
フ
ル
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
食
と
一
言
で
す
が
、

食
べ
る
事
、
行
政
、
観
光
、
飲
食
店
な
ど
の
様
々
な
繋
が
り
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
の
後
、
同
窓
生
の
皆
様
と
尚
絅
学
舎
へ
移
動
し
、
食

事
を
し
な
が
ら
「
40
年
ぶ
り
で
す
ね
！
」
と
懐
か
し
く
交
流
さ

れ
ま
し
た
。
話
も
尽
き
な
い
な
か
、
新
し
く
な
っ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
の
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
も
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
金
澤

　
恵
子

　
記
） あ

い
と
う

は
る
ひ

ホームカミングディはどなたでも参加できます。
ぜひお友達を誘ってご参加ください。

連絡をお待ちしています。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

講師　相藤　春陽
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同
窓
会
よ
り
ご
案
内
の
は
が
き
を
い
た
だ
き
、
参
加
し
ま
し

た
卒
業
以
来
は
じ
め
て
で
、
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
て
驚
き
ま
し

た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

《
成
瀬
広
美
》

久
し
ぶ
り
の
学
園
訪
問
で
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

学
園
内
の
建
物
も
変
わ
り
、
私
達
が
受
け
た
教
育
よ
り
、
更

に
高
度
な
内
容
を
今
の
学
生
達
が
受
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、

卒
業
生
な
が
ら
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
又
、
是
非
、
訪
問
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
野
田
（
永
田
）
恭
子
》

還
暦
同
窓
会
、
人
数
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
久
し
ぶ
り
の

大
学
で
と
て
も
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。

昔
話
に
思
わ
ず
大
学
生
に
戻
っ
た
様
で
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
《
竹
内
（
西
田
）
朋
加
》

半
世
紀
ぶ
り
に
参
加
し
て
あ
ま
り
の
変
わ
り
様
に
時
代
の
変

化
を
感
じ
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
《
上
田
仁
子
》

今
日
は
と
て
も
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
数
十
年

ぶ
り
に
見
た
建
物
は
と
て
も
立
派
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

懐
か
し
い
友
達
に
も
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

《
森
田
（
西
村
）
ま
り
子
》

卒
業
後
、
四
十
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
懐
か
し

い
友
と
会
え
て
と
て
も
嬉
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

校
舎
は
ほ
ぼ
新
し
く
か
わ
り
、
お
も
か
げ
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
が
、
文
化
祭
と
重
な
り
学
生
の
ざ
わ
ざ
わ
は
懐
か
し
く

感
じ
ま
し
た
。
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

《
寺
岡
（
津
田
）
珠
代
》

同 窓 生 感 想

今
回
初
め
て
、
新
校
舎
の
内
部
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

び
っ
く
り
す
る
や
ら
、
昔
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
思
い
う
か
べ

た
り
と
、
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。　

《
藤
本
（
宮
本
）
輝
美
》
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ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
校
側
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
和
御
夫
妻
に
よ
る
歌
と
ピ
ア
ノ
伴

奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
午
前
の
部
が
始
ま
り
ま
し
た
。
音
楽
室
に
準
備

し
て
い
た
椅
子
は
、
ほ
ぼ
満
席
に
。
平
和
孝
嗣
先
生
の
歌
声
、
平
和

充
子
先
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
音
色
に
魅
了
さ
れ
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
昨
年
同
様
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
新
し
く
出
来
た

校
舎
を
担
当
の
先
生
に
案
内
し
て
頂
き
、
自
分
た
ち
が
過
ご
し
た
校

舎
と
の
違
い
に
「
今
の
学
生
さ
ん
は
羨
ま
し
い
ね
。」
と
い
う
様
な

声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
後
は
、
お

楽
し
み
の
食
事
会
。
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ

ム
。
と
て
も
賑
や
か
な
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様

の
近
況
報
告
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

方
も
多
く
皆
さ
ん
生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最

後
に
参
加
者
の
皆
様
か
ら
「
こ
の
様
な
会
を
催
し
て
下
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
の
言
葉
を
頂
き
、
頑
張
っ
て

準
備
を
し
た
か
い
が
あ
っ
た
と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
穴
井

　
雅
子

　
記
）

ホームカミングディはどなたでも参加できます。
ぜひお友達を誘ってご参加ください。

連絡をお待ちしています。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

ひ
ら
わ

武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
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同
窓
生
感
想
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青
柳

　
葉
子
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拝
啓

立
秋
も
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
未
だ
猛
暑
の
日
々
、
そ
の
後
如
何
が
お
過

ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
ょ
う
か
。
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
過
日
は
思
い
が
け
な
く
下
川
様
珠
玉
の
「
刺
し
子
作
品
集
」
を

御
恵
贈
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ひ
と
針
ひ
と
針
に
込
め
ら

れ
た
作
品
の
数
々
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
手
元
に
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
心
豊
か
な
思
い
に
ひ
た
り
ま

し
た
が
、
一
人
占
め
に
す
る
の
は
勿
体
な
い
と
、
こ
の
度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

鎌
倉
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
会
議
に
故
事
来
歴
を
説
明
し
、
寄
贈
い
た
し
ま

し
た
。
同
会
の
発
足
に
は
私
も
深
く
関
わ
り
初
代
代
表
も
務
め
ま
し
た
。

　
「
公
設
民
営
」
型
で
１
９
９
７
年
開
設
の
笛
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
市
民
が
企
画
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
四
半
世
紀
経
過
。
教
室
の
企
画
に
も
「
刺
し
子
」
も
あ
り
、

下
川
様
の
作
品
の
数
々
が
き
っ
と
お
役
に
た
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
も
米
寿
を
過
ぎ
た
も
の
の
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
未
だ
会
員
の
皆
様

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
鎌
倉
の
環
境
美
化
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
人
生
百
年
時
代
と
は
い
わ
れ
る
も
の
の
、
健
康
で
生
き
な
が
ら
え
る

こ
と
は
至
難
の
技
、
与
え
ら
れ
た
命
一
日
一
日
大

事
に
生
き
よ
う
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　
同
窓
会
役
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
お
礼
状
が
延
引
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
８
月

髙
田
（
朝
井
）
晶
子
さ
ん

　
鎌
倉
市
在
住

（
家
政
科
昭
和
33
年
卒
５
回
生
）
か
ら
の
お
手
紙

同
窓
会
へ
御
寄
付
頂
い
た
御
礼
に
差
し
上
げ
た

「
刺
し
子
作
品
集
」
下
川
冨
士
子
著
へ
の
御
礼
の
手
紙

同
窓
会
へ
御
礼
の
手
紙

作
品
集
を
ご
希
望
の
方
は
同
窓
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼ 作品集　表紙
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寄
　
稿

　
私
た
ち
は
熊
本
女
子
短
期
大
学
を
昭
和
44
年
に

卒
業
し
た
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
各
地
に
在
住
の
有
志

14
名
の
仲
間
た
ち
で
す
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
で

す
。
世
の
中
で
は
学
生
運
動
が
活
発
で
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
は
モ
ノ
ク

ロ
写
真
の
時
代

で
し
た
。

　
当
時
の
ク
ラ

ブ
は
学
生
会
の

部
活
援
助
協

力
費
を
受
け

２
台
目
の
ベ
ー

ス
を
購
入
し
、

や
っ
と
楽
器
が

揃
っ
た
状
態
で

し
た
。
放
課
後

は
時
間
の
許
す
限
り
練

習
を
重
ね
、
短
大
で
は

初
の
『
有
料
コ
ン
サ
ー

ト
』
を
市
内
の
ホ
ー
ル

で
開
催
で
き
ま
し
た
。

マ
ン
ド
リ
ン
の
経
験
者

は
皆
無
、
初
挑
戦
で
し

た
が
、
講
師
と
音
楽
に

長
け
た
仲
間
が
指
揮
者

と
な
り
成
功
裏
に
終
え
ま
し
た
。

　
短
大
の
２
年
間
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
苦
労
を
共

に
し
た
仲
間
と
は
離
れ
難
く
「
マ
ン
ク
ラ
会
」
と
称
し
、

後
期
高
齢
者
の
現
在
ま
で
55
年
間
も
心
の
寄
り
ど

こ
ろ
と
し
て
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
マ
ン
ク
ラ
会
」
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
参
加
で
22
人

が
集
ま
っ
た
え
び
の
高
原
を
皮
切
り
に
、
３
年
毎
に

旅
行
を
企
画
、
九
州
か
ら
中
国
・
四
国
、
阪
神
、

関
東
と
10
数
県
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　
企
画
は
常
に
協
議
を
し
て
、
幹
事
を
順
番
に
担
当
、

自
分
た
ち
で
考
え
た
旅
行
は
個
性
的
で
み
な
大
成
功

で
し
た
。
神
戸
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
箱

根
、
還
暦
祝
の
豪
華
京
都
旅
、
古
希
祝
の
由
布
院

温
泉
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
久
々
の

半
世
紀
の
絆
『
マ
ン
ク
ラ
会
』

　
　
　
　
　
家
政
科
16
回
生

　
　
　
　
　
北
島
（
佐
々
木
）　
実
子

企
画
で
世
界

中
を
震
撼
さ
せ

た
コ
ロ
ナ
か
ら

の
生
還
と
、
熊

本
地
震
か
ら
の

復
興
を
見
届

け
、

久

々

に

出
会
い
の
原

点
で
あ
る
母

校
を
訪
問
し

ま

し

た
。

熊

本
城
修
復
を
身
近
で
感
じ
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し

た
。
宿
泊
先
で
は
、
努
力
の
結
晶
で
あ
る
有
料
コ
ン

サ
ー
ト
の
録
音
を
55
年
ぶ
り
に
仲
間
と
聴
き
、
青
春

の
響
き
が
甦
り
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
仲
間
の
合
言
葉
は
「
次
は
喜
寿
だ
ね
。
傘
寿
、

米
寿
み
ん
な
で
元
気
で
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
！
」
で
し

た
。
こ
れ
だ
け
永
く
続
け
ら
れ
た
こ
と
も
、
家
族
の

協
力
、
理
解
が
あ
っ
た
お
陰
で
す
。
半
世
紀
を
経
て

短
大
の
２
年
間
は
、
豊
か
な
人
生
を
築
く
道
標
と
な
っ

た
こ
と
を
再
確
認
し
、
深
く
感
謝
し
ま
し
た
。

　
「
マ
ン
ク
ラ
会
」
は
友
情
の
証
で
あ
り
誇
り
で
す
。
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大
江
町
九
品
寺
の
校
舎
に
通
っ
た
二
年
間
。

一
学
年
56
名
の
少
人
数
の
食
物
栄
養
科
で
の
学
校
生
活
は
先
生
方
と
の
距

離
が
近
く
、
忙
し
い
二
年
間
で
し
た
。
私
は
短
大
で
何
を
学
ん
だ
か
と
い

え
ば
あ
ま
り
熱
心
な
学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
埼
玉
狭
山
に
結
婚
と
共
に
住
み
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
あ
と
狭
山
保

健
セ
ン
タ
ー
の
在
宅
栄
養
士
と
し
て
登
録
し
て
乳
幼
児
や
、
成
人
の
栄
養

相
談
や
料
理
教
室
な
ど
を
60
才
ま
で
パ
ー
ト
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
同
じ
栄
養
士
仲
間
と
各
公
民
館
で
の
健
康
料
理
教
室
及
び
講
習
会

や
狭
山
茶
を
使
っ
た
煎
茶
料
理
の
提
供
等
。
「
美
味
し
く
食
べ
て
健
康
に
」

と
い
う
思
い
で
料
理
教
室
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
出
来
た
こ
と
は
食
物
科
で
学
ん
だ
こ
と
が
支
え
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
時
折
、
学
生
時
代
の
実
験
の
お
も
し
ろ

さ
や
勉
強
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
な
ど
思
い
出
し
懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。
75

才
に
な
っ
た
今
で
も
公
民
館
で
の
シ
ニ
ア
料
理
教
室
や
保
育
所
な
ど
の
食

育
活
動
に
講
師
と
し
て
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

あ
と
何
年
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
好
き
な
栄
養
士
の
道
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
食
物
栄
養
科
の
後
輩
の
方
々
へ
、
折
角
、
栄
養
士
と
し
て
の
免
許
を
習

得
し
た
の
で
す
か
ら
是
非
そ
れ
を
生
か
せ
る
様
な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
食
物
栄
養
科
１
回
生

小
嶋
（
松
本
）　
博
子

食
物
栄
養
科
を
出
て
55
年
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５
月
25
日
、
熊
本
市
西
区
田
迎
で
花
菖
蒲
の
鑑
賞

会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
面
、
菖
蒲
の
花
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
手
を
か
け
世
話
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
川
幸
子

さ
ん
。
同
窓
生
、
家
政
科
11
回
卒
の
方
で
す
。
畑
は
、

幸
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
実
家
で
あ
る
木
村
家
の
庭
先

で
、
広
さ
は
二
反
（
約
２
０
０
０
㎡
）
程
あ
る
と
の

こ
と
。

毎
日
、
朝
７
時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
畑
の
世
話
を
さ

れ
、
鑑
賞
会
等
の
時
に
は
朝
５
時
か
ら
夜
の
８
時
ま

で
畑
に
出
、
来
ら
れ
た
方
に
切
り
花
を
渡
し
た
り
、

説
明
し
た
り
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
畑
に
は
草
一

本
な
く
、
奥
の
方

に
は
肥
後
芍
薬
も

た
く
さ
ん
植
え
て
あ

り
、
花
が
咲
く
頃

は
さ
ぞ
か
し
美
し
い

こ
と
だ
ろ
う
と
想
像

し
ま
し
た
。

鑑
賞
会
の
時
に
は

自
宅
の
開
放
も
さ

れ
、
庭
に
は
た
く
さ

ん
の
木
々
が
あ
り
、

涼
し
い
風
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
い
つ
頃
か
ら
菖
蒲
園
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
?
」

と
、
お
尋
ね
す
る
と
、
戦
後
、
お
じ
い
さ
ん
が
満
月
会

（
肥
後
花
菖
蒲
保

存
団
体
）
か
ら
捨

て
ら
れ
た
球
根
を

拾
っ
て
植
え
、
自
分

で
交
配
し
て
今
の

菖
蒲
園
を
作
ら
れ

た
。
と
、
話
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

幸
子
さ
ん
は
、
50

年
程
前
か
ら
お
母

さ
ん
の
草
取
り
の

手
伝
い
を
し
て
い
た

中
川
幸
子
さ
ん
の
菖
蒲
園

こ
と
が
、
今
ま

で
続
い
て
い
る
。

「
私
は
、
昭
和

18
年
生
ま
れ
、

も
う
80
才
、
後

期
高
齢
者
！
」

と
言
っ
て
笑
わ

れ
ま
し
た
。
そ

の
お
手
伝
い
を

さ
れ
て
い
る
方

も
74

才
の
方

で
、
も
う
35
年

間
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
と
、
に
こ
や
か
な
顔
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。

花
菖
蒲
の
世
話
と
草
取
り
を
す
る
中
で
、
お
母
さ
ん

の
介
護
で
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
で
も
畑
の
世
話
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、

今
日
の
菖
蒲
園
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
畑
一
面
の
菖

蒲
の
花
を
眺
め
思
い
ま
し
た
。

（
矢
島

　
美
穂

　
記
）

卒
業
生
の
活
動
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尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
に
お
け
る
令
和

６
年
の
主
な
活
動
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
、
す
べ
て
の
学
校
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
コ
ロ

ナ
禍
以
前
と
同
様
に
開
催
・
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
、
学
生
が
自
主
的
・
自
律
的
に
行
う
サ
ー
ク
ル
・

部
活
動
な
ど
の
課
外
活
動
を
通
じ
て
、
学
生
が
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
り
、
大
学
教
育
に
お
け
る
人
間
形
成
を

自
ら
の
力
で
行
う
こ
と
を
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

　

尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
学
生
及
び
教
職
員
へ
の
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
令
和
５
年
度
尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短

　
期
大
学
部
卒
業
式

　

３
月
１８
日
（
月
）

　

令
和
５
年
度
卒
業
式
を
熊
本
県
立
劇
場
演
劇
ホ
ー
ル

に
お
い
て
挙
行
し
、
大
学
生
１
２
０
名
、
短
期
大
学
生

２
３
２
名
、
合
計
３
５
２
名
が
大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
い

て
本
学
園
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
々
も

多
数
列
席
さ
れ
、
卒
業
生
の
栄
え
あ
る
門
出
を
祝
福
い
た

だ
き
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
建
学
の
精
神
を
体
し
、
学
業

成
績
が
優
秀
で
品
行
方
正
な
卒
業
生
に
対
し
て
育
英
褒

賞
授
与
も
行
わ
れ
、
各
学
部･

学
科
か
ら
推
薦
さ
れ
た
５

名
の
卒
業
生
が
受
賞
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短

　
期
大
学
部
入
学
式

　

４
月
３
日
（
水
）

令
和
６
年
度
入
学
式
を
九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
絅
ア
リ
ー

ナ
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し
た
。
大
学
生
１
４
７
名(

う
ち

編
入
生
１５
名)
、
短
期
大
学
生
１
７
６
名
の
合
計
３
３
８

名
が
保
護
者
や
来
賓
の
方
々
か
ら
も
祝
福
を
受
け
て
、
大

学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
山
縣
学
長
に
よ
る
式

辞
の
後
、
短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科
１
年
生
の
東
凛

菜
（
ひ
が
し 

り
ん
な
）
さ
ん
が
希
望
に
満
ち
た
入
学
生
宣

誓
を
行
い
ま
し
た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
職
員
一
同
、

精
一
杯
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
新
入
生
歓
迎
行
事

　

４
月
２５
日
（
木
）

　

九
品
寺
・
武
蔵
ヶ
丘
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
大
学
・

短
期
大
学
合
同
の
新
入
生
歓
迎
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
尚
絅
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
を
、
武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
体
育
館
に
お
い

て
ミ
ニ
運
動
会
を
、
学
生
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

各
学
科
・
学
年
・
ク
ラ
ス
毎
に
編
成
し
た
チ
ー
ム
に
よ
る
白

熱
し
た
対
抗
戦
に
、
学
生
・
教
職
員
の
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
、
会
場
全
体
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
同
士
の
親
睦
が
深
ま
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
学
科
・

学
年
を
超
え
た
学
生
間
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

●
尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

３
月
２４
日
（
日
）、
６
月
２２
日
（
土
）、
７
月
６
日
（
土
）、

７
月
２０
日
（
土
）、
８
月
４
日
（
日
）
及
び
８
月
２５
日
（
日
）

の
計
６
回
、
九
品
寺
・
武
蔵
ヶ
丘
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
部
学
科

の
紹
介
や
体
験
授
業
な
ど
を
行
い
、
尚
絅
で
の
学
び
の
魅
力

や
面
白
さ
が
十
分
伝
わ
っ
た
様
子
で
し
た
。
在
学
生
も
歓
迎

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
し
、
将
来
自
分
た
ち
の
後
輩
と
な
る
高
校
生
の
た
め
大

活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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●
大
学
間
単
位
互
換
協
定
締
結

　

大
学
・
短
期
大
学
は
、
地
域
に
お
け
る
教
育
交
流
の

取
組
と
し
て
、
東
海
大
学
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
阿
蘇
く

ま
も
と
臨
空
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
間
に
お
け
る
単
位
互
換
に

関
す
る
協
定
を
令
和
６
年
４
月
１
日
付
で
締
結
し
ま
し

た
。

　

本
協
定
は
、
両
大
学
の
教
育
資
源
を
有
効
活
用
す
る

と
と
も
に
学
生
た
ち
に
学
問
分
野
の
違
い
を
超
え
た
幅
広

い
学
び
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
現

在
、
令
和
７
年
度
の
授
業
開
始
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

●
「
二
世
代
・
三
世
代
入
学
奨
学
金
制
度
」

創
設

　

令
和
７
年
度
以
降
の
大
学
・
短
期
大
学
入
学
生
を
対

象
に
し
た
独
自
の
奨
学
金
制
度
と
し
て
、
二
世
代
・
三
世

代
入
学
奨
学
金
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。
新
た
な
入
学

奨
学
金
制
度
は
、
母
又
は
祖
母
が
尚
絅
大
学
・
尚
絅
大

学
短
期
大
学
部
（
熊
本
女
子
短
期
大
学
及
び
尚
絅
短
期

大
学
を
含
む
。）
卒
業
生
で
あ
る
新
入
生
に
対
し
、
奨
学

金
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。
大
学
・
短
期
大
学
同
窓
会
の

協
力
を
得
て
、
卒
業
生
約
７
，
０
０
０
名
に
ご
案
内
の
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
郵
送
し
ま
し
た
。

●
第
23
回
尚
絅
公
開
講
座

　

１０
月
５
日
（
土
）、
１０
月
１２
日
（
土
）、
１０
月
１９
日
（
土
）

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
１
号
館

１０
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短
期
大

学
部
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
学

修
の
機
会
を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
３８
億
年
の
命
―

多
世
代
で
新
し
い
時
代
を
生
き
る
―
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
９
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
多
く
の
受
講
生
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

●
令
和
６
年
度
尚
絅
祭

　

１１
月
２３
日
（
土
・
祝
）、
１１
月
２４
日
（
日
）
の
両
日
、

九
品
寺
・
武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
学
生
会
主

催
に
よ
る
尚
絅
祭
（
学
園
祭
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
、「
‐Palette
（
パ
レ
ッ
ト
）‐
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
テ
ー

ジ
企
画
や
体
験
・
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
趣
向
を
凝
ら

し
た
催
し
が
あ
り
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
ク
ラ
ス
バ
ザ
ー

（
模
擬
店
）
に
も
随
所
に
長
い
列
が
で
き
る
な
ど
、
多
数

の
一
般
参
加
者
や
卒
業
生
の
方
な
ど
で
連
日
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
７
号
館
２
階
に
お
い
て
開

催
し
た
「
尚
絅
コ
ミ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
」
に
学
内
外
か
ら
多

数
の
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
参
加
し
て
、
熊
本
の
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
最
前
線
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
尚
絅
ア
リ
ー
ナ
で
の
恒
例
の
ミ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
や
九
州
出
身
の
若
手
俳
優
・
井
上
想
良
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
体
育
館
で
の
バ
ケ
ラ
ッ
タ

（
新
聞
紙
や
広
告
誌
な
ど
を
素
材
に
制
作
し
た
衣
装
に
よ

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
）
や
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
小
さ
い
子
供
た
ち
が
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
「
尚
絅
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

や
お
笑
い
コ
ン
ビ
・
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ

ブ
に
楽
し
い
笑
い
声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

尚
絅
祭
に
向
け
て
の
準
備
・
当
日
運
営
に
携
わ
っ
た
学

生
会
を
中
心
と
す
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
数
々
の
困
難

を
乗
り
越
え
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
得
て
無
事
に

学
園
祭
を
終
え
た
こ
と
は
、
将
来
の
大
き
な
糧
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

●
第
９
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

　

１１
月
２４
日
（
日
）

　

九
品
寺
・
武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
尚
絅
祭
の
２

日
目
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　

九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
尚
絅
短
期
大
学
卒
業
生
で
料

理
研
究
家
の
相
藤
春
陽
氏
に
よ
る
「
食
の
か
か
わ
り
方
」
に

関
す
る
特
別
講
演
を
は
じ
め
、学
科
企
画
の
交
流
会
や
カ
フ
ェ

な
ど
多
く
の
魅
力
的
な
催
し
物
に
、
多
く
の
卒
業
生
や
そ
の

家
族
、
地
域
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
懐
か
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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卒業式入学式

オープンキャンパス尚絅祭（武蔵ヶ丘）
ホームカミングデイ

（武蔵ヶ丘）

　

武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
１
号
館
音
楽
室
で
の
平
和
孝

嗣
・
充
子
夫
妻
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

続
き
、
令
和
６
年
に
還
暦
を
迎
え
た
卒
業
生
の
方
な
ど
恩
師

や
友
人
と
過
ご
す
ひ
と
時
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た

様
子
で
し
た
。
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令和６年３月卒業生の就職先

いろどり歯科こども歯科クリニック

社会福祉法人令和会　熊本整形外科病院

せんだメディカルクリニック

独立行政法人国立病院機構九州グループ

としのり歯科

【複合サービス業】

八代森林組合

【サービス業（他に分類されないもの）】

株式会社アドルーム

株式会社トライアンフ　

株式会社 NECT

ハイコムビジネスサポート株式会社

【公務（他に分類されないもの）】

自衛隊熊本地方協力本部

独立行政法人労働者健康安全機構

熊本労災病院

リハプライム株式会社（コンパスウォーク

南熊本）

【サービス業（他に分類されないもの）】

株式会社 LEOC

コンパスグループ・ジャパン株式会社

安田建物管理株式会社

淀川食品株式会社

株式会社ベイブルック

セキミキ・グループ株式会社

有限会社赤星薬局

【金融業、保険業】

株式会社熊本銀行

明治安田生命保険相互会社

【宿泊業，飲食サービス業】

株式会社熊本ホテルキャッスル

くまもと新世紀株式会社　ホテル日航熊本

【生活関連サービス、娯楽業】

株式会社 F ＆ B シモカワ　「Curves」

ユウベルグループ

【医療、福祉】

一般社団法人 soleil

就労継続支援 B 型　咲楽工房

医療法人長嶺南ファミリー歯科

医療法人熊愛会 熊本脳神経外科病院

医療法人グリーンヒル

ウイメンズクリニックグリーンヒル

医療法人坂梨ハート会

坂梨ハートクリニック

医療法人社団育成会

北くまもと井上産婦人科医院

医療法人社団金森会　金森医院

医療法人城南ヘルスケアグループ

くまもと南部広域病院

社会福祉法人川岳福祉会　かわたけ保育園

社会福祉法人健成会　特別養護老人ホーム

みゆき園

社会福祉法人白川園　若草児童学園

社会福祉法人天水福祉事業会

社会福祉法人まりあ

社会福祉法人明芳会 特別養護老人ホーム

ヴィラ・ながみね

社会福祉法人湧水会 さくらんぼ保育園

特定医療法人佐藤会 弓削病院

【農業、林業】

株式会社あつまる山鹿シルク

【製造業】

株式会社ハーモ

マルキン食品株式会社

【情報通信業】

株式会社 SYSKEN

【運輸業、郵便業】

株式会社サカイ引越センター

日本郵便株式会社

【卸売・小売業】

株式会社育星会

株式会社コスモス薬品

株式会社中央コンタクト

株式会社ナルミヤ・インターナショナル

株式会社ハニーズ

【建設業】

株式会社邦拓建設

【卸売・小売業】

株式会社アダストリア

株式会社ファーマダイワ（ひまわり薬局）

【宿泊業、飲食サービス業】

藍の村観光株式会社　リゾラザバード

株式会社梅の花　

【教育、学習支援業】

学校法人双羽学園

認定こども園双羽幼稚園

社会福祉法人となかいま研究会

本妙寺こども園

菊陽町役場　

【医療、福祉】

一般社団法人熊本市医師会

熊本地域医療センター

医療法人回生会　リハビリテーションセンター

熊本回生会病院

総 合 生 活 学 科

食 物 栄 養 学 科
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幼 児 教 育 学 科

令和６年３月卒業生の就職先

社会福祉法人大道福祉会　山鹿若葉保育園
社会福祉法人託麻福祉会　こまどり保育園
社会福祉法人託麻寮　はけみや保育園
社会福祉法人たけのこ会　菊池幼楽園
社会福祉法人智恩福祉会

立売堀敬愛保育園
社会福祉法人築添福祉会　パール保育園
社会福祉法人竹葉会　内牧保育園
社会福祉法人地の塩福祉会

こひつじ保育園
社会福祉法人つるまる福祉会

つるまる保育園
社会福祉法人天明福祉会　中緑保育園
社会福祉法人となかいま研究会

あいあい保育園
社会福祉法人日生会　あいな保育園
社会福祉法人野原福祉会　野原保育園
社会福祉法人福愛会　ひがしまち保育園
社会福祉法人福芳会

光の森武蔵ヶ丘保育園
社会福祉法人藤崎台童園
社会福祉法人二見中央福祉会

なかよし保育園
社会福祉法人御幸福祉会　リズム幼育園
社会福祉法人睦美福祉会　むつみ保育園
社会福祉法人八代ひかり福祉会

八代ひかり保育園
社会福祉法人湧水会 さくらんぼ保育園
社会福祉法人芳野福祉会

ことりの家保育園
社会福祉法人柳翔会　出水南保育園
社会福祉法人緑翠会　緑川保育園
社会福祉法人緑風会　玉名くすのき保育園
社会福祉法人緑風会　ぬかみね保育園
社会福祉法人わかき福祉会　不知火保育園
社会福祉法人若葉福祉会　若葉幼愛園
社会福祉法人和聖福祉会　みらい保育園
龍山学苑
独立行政法人国立病院機構熊本再春医療セ
ンター「めだか保育園」
南小国町役場

（南小国町立黒川保育園／正規採用）
有限会社 IQ キッズ
有限会社幼光園　幼育学園幼光園

社会福祉法人三山会　幼保連携型認定こども園
　青空保育園

社会福祉法人冷水福祉会　田迎こども園
社会福祉法人靖共会　幼保連携型認定こども園

　ひでみ保育園
社会福祉法人芳野福祉会

幼保連携型認定こども園　やまばとこども園
【医療、福祉】

一般社団法人クローバー　栗の木保育園
医療法人伸生紀　企業主導型保育事業

コスモピア保育園
学童クラブきくよう

NPO 法人子育てサポート
学校法人第一学園　杉並台保育園
株式会社アイグラン

アイグラン保育園尾ノ上
株式会社タスク・フォース

東京三軒茶屋園
株式会社タスク・フォース

ポポラー熊本水前寺公園
株式会社ティーステップ

Switch　嘉島　with T-STEP
株式会社ラディカ　そらいろ保育園
こころ株式会社　おやまひよこ保育園
社会福祉法人愛和学院

元気の森ラビット保育園
社会福祉法人あゆむ　あゆむ保育園
社会福祉法人育遊会　網津保育園
社会福祉法人一実会　りんどう保育園
社会福祉法人佳徳会　かえでの森こども園
社会福祉法人菊豊会

菊池第二さくら幼楽園
社会福祉法人菊陽会　もみじ園
社会福祉法人敬愛福祉会　敬愛保育園
社会福祉法人恵寿会

認定こども園みどりの里
社会福祉法人啓世会　天領保育園
社会福祉法人健児福祉会

宇土ありあけ保育園
社会福祉法人こころ　保育園こころ
社会福祉法人秋桜会　大津あゆみ園
社会福祉法人慈愛園

熊本ライトハウスのぞみホーム
社会福祉法人慈愛園　ひかり幼児園
社会福祉法人城北会　ぱんだ保育園
社会福祉法人光明童園
社会福祉法人杉水福祉会　杉水保育園
社会福祉法人聖嬰会

児童養護施設　熊本天使園
社会福祉法人善照福祉会　かもと乳児保育園

【教育、学習支援業】
学校法人愛和学苑　幼保連携型認定こども園　

大津音楽幼稚園
学校法人愛和学苑　幼保連携型認定こども園　

亀の子幼稚園
学校法人愛和学苑　幼保連携型認定こども園　

西部音楽幼稚園
学校法人開新学園　幼保連携型認定こども園　

ながみねこども園
学校法人花陵学園 花陵幼稚園
学校法人熊本音楽学園　武蔵ヶ丘幼稚園
学校法人光寿学園　ルンビニー幼稚園
学校法人尚絅学園　尚絅大学附属こども園
学校法人第一学園　合志こども園
学校法人第一学園　第二幼稚園
学校法人天神学園　幼保連携型認定こども園　

くるみ幼稚園
学校法人中九州第二学園　認定こども園

わかくさ幼稚園
学校法人双羽学園　認定こども園双羽幼稚園
学校法人みゆき学園　幼保連携型認定こども園

恵水幼稚園
学校法人和孝学園　ちぐさ幼稚園
社会福祉法人石水会　幼保連携型認定こども園

中原こども園
社会福祉法人上ノ郷福祉会

幼保連携型認定こども園　なないろこども園
社会福祉法人喜育園立　喜育こども園
社会福祉法人敬和会　山鹿こども園
社会福祉法人向真会　幼保連携型認定こども園

千草保育園
社会福祉法人山清福祉会

幼保連携型認定こども園　五丁こども園
社会福祉法人山清福祉会

幼保連携型認定こども園　やまなみ
社会福祉法人清水ヶ丘福祉会

清水ヶ丘こども園
社会福祉法人白富会　幼保連携型認定こども園

　木の葉保育園
社会福祉法人真愛福祉会　愛保育園
社会福祉法人高江福祉会

幼保連携型認定こども園　青いほしこども園
社会福祉法人託麻南福祉会

幼保連携型認定こども園　つばめこども園
社会福祉法人まどか会　大津幼稚園
社会福祉法人まどか会　古城保育園
社会福祉法人三澄会

幼保連携型認定こども園　くほんじこども園
社会福祉法人宮ノ本福祉会

幼保連携型認定こども園　そよかぜこども園
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学 

生 

会 

か 

ら

　尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
学
生
会
活
動

の
目
的
は
、
学
生
相
互
の
協
力
的
活
動
に
よ
り
、

学
生
生
活
全
般
の
向
上
を
は
か
り
、
本
学
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
中
で
、新
入
生
歓
迎
会
、

尚
絅
祭
や
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
３
回
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
は
、
そ
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
学
生
会
の

大
き
な
仕
事
で
す
。

　
私
は
そ
の
学
生
会
で
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
２
年
生
か
ら
学
生
会
に
入
り
ま
し
た
が
、

前
会
長
か
ら
の
指
示
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
仕
事
を
進
め
ま
し
た
。
昨
年
の
学
園
祭
が
コ
ロ

ナ
禍
を
挟
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
盛
り
上
が
り
が
少

〈
九
品
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

学
生
会
を
経
験
し
て

　
　
　
　
　
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
学
生
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
科
学
部  

栄
養
科
学
科

　
池
田
萌
依
子

し
足
り
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
来
年

は
私
が
会
長
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
思
い
、
会

長
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
会
長
が
ど
の
様
な
仕
事
を

す
る
の
か
も
き
ち
ん
と
把
握
せ
ず
に
会
長
に
な
り
、

最
初
の
頃
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
と
て
も
戸

惑
う
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
前
会

長
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
や
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ

り
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。

　
尚
絅
祭
の
準
備
は
夏
休
み
前
か
ら
少
し
ず
つ
始

め
、
後
期
が
始
ま
る
と
本
格
的
に
動
き
出
し
、
勉
学

と
の
両
立
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
の
方
々
も
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
案
や
各

ク
ラ
ス
の
出
店
状
況
の
把
握
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の

出
場
者
の
確
保
な
ど
、
仕
事
の
量
が
多
く
、
少
し
き

つ
い
と
思
う
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
学
園
祭
の
準
備

を
進
め
て
い
る
際
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
い
く
つ
か
起

き
、
計
画
通
り
に
進
ま
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
覚
え

る
こ
と
も
あ
り
、何
回
も
「
全
て
を
投
げ
出
し
た
い
」

と
思
い
ま
し
た
。そ
の
度
に
、一
緒
に
学
生
会
に
入
っ

た
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
や
励
ま
し
の
お
か
げ
で
仕

事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
尚
絅
祭
の
準
備
日
に
は
、
大
人
数
を
効
率
よ
く
動

か
す
難
し
さ
を
身
を
も
っ
て
実
感
し
ま
し
た
。
尚
絅

祭
当
日
は
、
去
年
よ
り
来
場
人
数
も
多
く
盛
り
上

が
っ
て
お
り
、
あ
の
時
投
げ
出
さ
ず
に
頑
張
っ
て
よ

か
っ
た
と
心
の
底
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
や
辛
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
尚
絅
祭
が
終
わ
っ
た
後
の
気
持
ち
は
、
本
当

に
会
長
に
つ
い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
ク

ラ
ス
の
人
や
先
生
方
か
ら
も
「
お
疲
れ
様
」
と
言
っ

て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
社
会
に
出
る
前
に
こ
の
様
な
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
私
一
人
の
力
で

は
尚
絅
祭
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
、
到
底
無
理
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
支
え
て
く
れ
た
執
行
部

の
役
員
や
先
生
方
、
学
生
支
援
課
の
方
々
に
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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私
が
学
生
会
会
長
に
立
候
補
し
た
大
き
な

理
由
は
、
学
生
会
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
て
い
る
仲
間
が
輝
け
る
場
所
を
作
り
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
一
年
を
通
し
て
武
蔵
ケ

丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
様
々
な
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
学
業
と
両
立
し
な
が
ら
の
活
動
は

大
変
で
、
１
年
次
で
は
先
輩
方
に
つ
い
て
い

く
こ
と
に
精
一
杯
で
し
た
。
し
か
し
、
一
年

生
の
私
で
も
大
学
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
尚
絅
祭
を
経
験

し
て
学
生
会
役
員
も
行
事
を
十
分
に
楽
し
め

た
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
学
生
会
会
長
を
経
験
し
て
思
っ
た

こ
と
は
、
誰
か
の
た
め
に
前
に
立
ち
導
く
こ

と
は
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
学
生
会
な
ど
に
参
加
し

た
こ
と
が
な
く
、
不
慣
れ
な
こ
と
は
多
か
っ
た

で
す
。
し
か
し
、
仲
間
た
ち
は
私
を
信
じ
て
つ

い
て
き
て
く
れ
た
た
め
、
感
謝
し
て
も
し
き
れ

ま
せ
ん
。
特
に
同
じ
学
年
の
役
員
の
子
達
は
私

を
学
生
会
会
長
と
し
て
接
す
る
の
で
は
な
く
、

企
画
を
運
営
し
、
実
行
す
る
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
こ
と
が

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
安
心
し

て
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
り
、
主
体
的
に
な
っ

て
活
動
で
き
た
り
す
る
関
係
性
や
環
境
が
整
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
す
。
こ
れ
こ
そ

が
、
私
が
目
指
す
学
生
会
の
在
り
方
そ
の
も
の

で
す
。

　
一
番
の
思
い
出
は
、
今
年
度
の
尚
絅
祭
で
す
。

何
か
月
も
前
か
ら
企
画
し
、
実
習
を
は
さ
み
な

が
ら
も
自
分
ら
が
納
得
す
る
尚
絅
祭
を
準
備
で

き
ま
し
た
。
尚
絅
祭
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
と

す
る
、
多
く
の
部
署
が
知
恵
を
振
り
絞
る
姿
を

み
て
、
「
も
っ
と
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。
」
「
彼
女
た
ち
が
思
い
思
い
に
活
動
で
き
る

に
は
何
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。
」
と
強
く
鼓
舞

さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

 

ま
た
、
数
多
く
の
先
生
方
に
支
え
ら
れ
て
今

ま
で
の
学
生
会
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
厳
し
い
ご

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
私
た
ち
学
生

会
を
思
っ
て
の
言
葉
で
と
て
も
有
難
か
っ
た
で

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
頼
り
な
い
学
生
会

会
長
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
と
学
生
会
役
員
の
皆
さ
ん

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
武
蔵
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

学
生
会
役
員
を
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
経
験

　
　
　
　
　
　
　
学
生
会
会
長

　
岩
﨑

　
百
花
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令
和
六
年
六
月
十
七
日
か
ら
六
月
二
十
一
日
ま
で

の
五
日
間
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
で
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
五
日
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た

が
、
学
校
で
働
く
栄
養
教
諭
の
仕
事
を
体
験
し
、
多

く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
実
習
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

小
学
一
年
生
を
対
象
に
行
っ
た
食
に
関
す
る
指
導
で

す
。
そ
の
日
の
給
食
の
献
立
に
合
わ
せ
て
指
導
内
容

を
考
え
、
沖
縄
の
郷
土
料
理
が
提
供
さ
れ
た
日
は
「
沖

縄
に
つ
い
て
」、
い
わ
し
が
献
立
に
使
わ
れ
て
い
た
日

は
「
い
わ
し
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
指
導
し
ま
し
た
。

一
年
生
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
や
す
い
内
容
に
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
話
し
方
や
媒
体
の
作
り
方
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
よ
う
に
意
識
し

て
準
備
や
指
導
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
大
学
の
授
業
で
も
食
に
関
す
る
指
導
を
練
習
し

ま
し
た
が
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
行
っ
て

み
る
と
様
々
な
気
づ
き
が
あ
り
、
大
学
で
学
ん
だ
知

識
や
技
術
を
実
践
へ
と
繋
げ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
栄
養
教
諭
の
業
務
の
幅
広
さ
と
奥
深
さ
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。「
食
に
関
す
る
指
導
」
と
「
学

校
給
食
の
管
理
」
の
両
方
の
業
務
を
担
う
大
変
さ
を

校
外
学
習
を
終
え
て

食
物
栄
養
学
科

　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　

木
庭

　
桃
子

　

　
　
学 

外 

実 

習 

か 

らイ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

　
　
　
　
　
参
加
し
て

総
合
生
活
学
科

　
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　

城
　
樹
里

　

感
じ
た
一
方
で
、子
ど
も
た
ち
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
！
」

と
感
想
を
も
ら
え
る
こ
と
が
や
り
が
い
に
繋
が
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
美
味
し
く
栄
養
満

点
の
給
食
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
、
調
理
員
の
方
々

と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
味
付
け
や
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
日
々
工
夫
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
、
私

が
食
べ
て
き
た
給
食
に
は
こ
の
よ
う
な
様
々
な
方
の
努

力
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
感
動
し
ま
し
た
。
他
の
教

職
員
の
先
生
方
と
も
連
携
・
協
力
さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
校
実
習
で
は
、
机
上
で
学
べ
な
い
貴
重
な

体
験
が
で
き
、
実
り
多
き
実
習
と
な
り
ま
し
た
。
栄
養

士
業
務
の
幅
広
さ
と
奥
深
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
栄
養

士
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
栄
養
士
を
目
指
す
気

持
ち
が
よ
り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
実
習
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
送
り
出

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
私
は
今
年
の
夏
季
休
暇
中
に
新
産
住
拓
株
式
会
社
様
、

H
on

da C
ars

熊
本
大
江
店
様
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
ま
し
た
。
新
産
住
拓
さ
ん
は
、
熊
本
の
土
地

に
あ
っ
た
家
を
提
供
し
、
お
客
様
の
笑
顔
を
み
る
た

め
日
々
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。H

on
da C

ars

熊
本
さ

ん
は
、
自
社
で
製
造
し
た
四
輪
車
を
販
売
し
、
お
客

様
が
快
適
に
カ
ー
ラ
イ
フ
を
過
ご
せ
る
よ
う
日
々
工

夫
さ
れ
て
い
る
会
社
で
す
。

　
ま
ず
、
新
産
住
拓
さ
ん
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

3
日
間
参
加
し
ま
し
た
。
1
日
目
は
ア
フ
タ
ー
課
で

実
際
建
て
ら
れ
た
家
の
点
検
や
工
事
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。
２
，
３
日
目
は
住
宅
展
示
場
で
営
業
の
仕

事
の
見
学
や
管
理
者
の
方
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お
客
様
に
直
接
話
を
聞

く
機
会
が
あ
り
、
ど
う
し
て
新
産
住
拓
に
決
め
た
の

か
、
こ
だ
わ
っ
た
部
分
は
あ
る
か
な
ど
を
聞
い
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
お
客
様
は
皆
口
を
揃
え
て
、
木

の
香
り
が
よ
い
か
ら
、
暖
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
家
が

い
い
か
ら
、
と
会
社
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
木
に
つ
い

て
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、

自
分
が
こ
だ
わ
っ
て
頑
張
っ
た
こ
と
は
相
手
に
必
ず

伝
わ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
社
員
の
方
が
自
社
の
製
品
に
自
信
を
も
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
も
、
消
費
者
の
方
に
長
く
愛
さ
れ
る

秘
訣
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
にH

on
daC

ars

熊
本
さ
ん
で
２
日
間
受
付
事
務

を
体
験
し
ま
し
た
。
店
を
開
け
る
前
に
掃
除
や
お
菓

子
の
補
充
を
し
、
お
客
様
が
快
適
に
時
間
を
過
ご
せ

る
環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
客
様
に

挨
拶
し
た
り
、店
内
の
ポ
ッ
プ
を
作
っ
た
り
、特
設
コ
ー

ナ
ー
の
改
善
案
を
提
案
し
た
り
し
ま
し
た
。
２
日
目
に
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子
ど
も
に
寄
り
添
え
る

　
　
　
　
　
保
育
士
に 

幼
児
教
育
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　

星
子

　
愛
美

　

　
私
は
、
保
育
園
の
時
に
出
会
っ
た
保
育
者
が
き
っ

か
け
で
保
育
士
を
志
し
ま
し
た
。
そ
の
保
育
者
は
、

私
が
年
長
児
の
頃
の
担
任
の
先
生
で
あ
り
、
い
つ
も
先

生
の
周
り
に
は
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
て
、
一
緒

に
遊
び
を
楽
し
み
、
保
育
園
に
行
く
不
安
な
気
持
ち
を

楽
し
さ
に
か
え
て
く
だ
さ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち

を
理
解
し
て
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
関
わ
り
だ
け
で
な
く
保
護
者
へ
の
対
応
も
丁
寧

で
、
私
の
両
親
も
先
生
に
話
す
こ
と
で
心
が
軽
く
な
っ

て
子
育
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
た
そ
う
で
す
。
小

さ
い
頃
の
経
験
が
こ
こ
ま
で
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
程
、

私
自
身
も
保
護
者
自
身
も
助
け
ら
れ
、
先
生
の
愛
情
を

幼
い
な
り
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
先
生
が
私
の
憧

れ
の
先
生
に
な
り
、
私
も
「
そ
の
先
生
み
た
い
に
な
り

た
い
」
と
思
い
、
保
育
者
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ピ
ア
ノ
個
室
等
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、

保
育
者
と
し
て
の
人
間
性
や
高
い
実
践
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
県
内
で
も
多
く
の
保
育
者

を
輩
出
し
て
い
る
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学

科
へ
の
入
学
を
決
意
し
ま
し
た
。
幼
児
教
育
学
科
で
の

生
活
で
は
、
同
じ
保
育
者
を
志
す
仲
間
と
一
緒
に
日
々

勉
強
や
実
習
に
励
み
な
が
ら
多
く
の
出
会
い
を
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
間
同
じ
ク
ラ
ス

の
た
め
友
達
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
も
で
き
、
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
大
学
の
講
義
や
実
習
を
行
う
中
で
自
分
自
身
、
保

育
者
に
向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
保
育
者
に
な
り
た
い
気
持
ち
が
頑

張
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段
の
授
業
で

は
、
講
義
や
演
習
を
通
し
て
実
践
的
知
識
を
身
に
付
け

た
り
、
今
起
き
て
い
る
保
育
や
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
・

事
例
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
保
育
を
す
る
上
で
大
切
な

こ
と
に
つ
い
て
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ピ
ア
ノ
初
心
者
だ
っ
た
私
も
２
年
間
で
多
く
の
曲

を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
習
で
は
大
人
の

施
設
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、保
育
は
日
々
ね
ら
い
を
立
て
て
、

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
き
れ
い
に
並
べ
た
り
、
店
を
訪

れ
た
お
客
様
を
誘
導
し
た
り
と
、
自
主
的
に
何
が
で

き
る
か
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

　
改
善
案
の
提
案
で
は
、
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
経
験
を
活
か
し
、
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
社
員
の
方
や
お

客
様
と
実
際
に
ふ
れ
あ
い
、
話
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
私
に
と
っ
て
大
変
よ
い
体
験
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、初
め
て
会
う
方
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
、

子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
自
分
で
考
え
行
動

で
き
る
等
の
こ
と
が
自
分
の
強
み
だ
と
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
も
、
有
意
義
だ
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
営
業
の
方
の
仕
事
を
拝
見
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
大
変
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
お
客

様
一
人
一
人
に
対
し
話
題
を
変
え
た
り
、
説
明
の
際

に
そ
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し

た
り
、
お
客
様
と
真
摯
に
向
き
合
う
お
姿
は
、
私
も

是
非
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
経
験
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
興
味
が
あ

る
こ
と
に
は
何
に
で
も
挑
戦
し
、
有
意
義
な
短
大
生

活
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
産
住
拓
さ
ん
、

H
on

daC
ars

熊
本
さ
ん
に
は
こ
の
場
を
か
り
て
、
深

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
実
態
を
踏
ま
え
た
内
容
を
計
画
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
保
育
者
の
援
助
・
配
慮
は
子
ど
も

理
解
が
必
要
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と

関
わ
る
こ
と
は
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
意
図
を

も
っ
て
関
わ
る
こ
と
で
子
ど
も
と
の
関
わ
り
も
充
実

し
て
く
る
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
家
庭
の
外
で
生
活
す
る
場

が
保
育
園
や
幼
稚
園
で
あ
り
、
保
育
者
が
子
ど
も
た

ち
に
与
え
る
影
響
は
と
て
も
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

保
育
者
の
関
わ
り
や
園
で
の
経
験
、
学
び
が
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
や
将
来
を
形
成
す
る
上
で
大
事
で
あ
り
、

子
育
て
に
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
の
一
番
の
拠
り
所

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
い
頃
の
経

験
や
出
会
い
が
鮮
明
に
残
り
、
私
の
よ
う
に
保
育
園

の
時
の
先
生
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
保
育
者
を

目
指
す
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
保
育
者
が

こ
れ
か
ら
も
っ
と
増
え
て
い
く
た
め
に
も
、
保
育
者

を
目
指
す
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
を

自
分
自
身
の
目
指
す
理
想
の
保
育
者
像
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
・
家
庭
に
も
必
要
な
保
育
や
支

援
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
幼
児
教
育
学
科
で

の
学
び
や
学
外
実
習
で
の
学
び
を
大
切
に
し
な
が
ら

一
人
の
保
育
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
自
然
と
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
く

れ
て
、「
先
生
が
き
っ
か
け
で
保
育
士
を
志
し
た
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
保
育
者
に
な
れ
た
ら
こ
の
上
な
い

喜
び
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず

一
年
目
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
で
す
。
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第
一
章
　
名
称
及
び
事
務
所

第
　
一

　
条

　
本
会
は
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
と
称
す
る
。

第
　
二

　
条

　
本
会
は
事
務
所
を
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
二
丁
目
六
番
七
十
八
号

　
　
　
　
　
　
尚
絅
学
園
内
に
置
く
。

第
二
章
　
目
的
及
び
事
業

第
　
三

　
条

　
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
共
に
母
校
の
発
展
の
為
に
つ

　
　
　
　
　
　
く
す
こ
と
を
以
て
目
的
と
す
る
。

第
　
四

　
条

　
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
左
記
の
事
業
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
一
、
会
誌
の
発
行

　
　
　
　
　
　
二
、
講
演
会
・
研
修
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　
三
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業

第
三
章
　
会
　
　
　
員

第
　
五

　
条

　
一
、
正
会
員

　
熊
本
女
子
短
期
大
学
及
び
尚
絅
短
期
大
学
、
尚
絅
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
短
期
大
学
部
を
卒
業
し
た
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
、
当
大
学
に
一
年
以
上
在
学
し
、
且
つ
、
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
の
承
認
を
得
た
者
。

　
　
　
　
　
　
二
、
準
会
員

　
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
在
学
生
で
、
短
期
大
学
部
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窓
会
費
を
納
付
し
た
者
。

第
四
章
　
役
職
員

第
　
六

　
条

　
本
会
は
左
記
の
役
員
を
置
く
。

　
　
　
　
　
　
一
、
役
員

　
　
　
　
　
　
　
会

　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
三
名

　
　
　
　
　
　
　
科

　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
三
～
四
名

　
　
　
　
　
　
　
書

　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
二
名

　
　
　
　
　
　
　
会

　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
三
名

　
　
　
　
　
　
　
事

　
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
三
～
四
名

　
　
　
　
　
　
　
編
集
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
六
名

　
　
　
　
　
　
　
文

　
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
名

　
　
　
　
　
　
　
会
計
監
査
（
前
会
長
） 

　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
　
　
　
　
　
顧

　
問
（
元
会
長
） 

　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
　
　
　
　
　
　
名
誉
会
長
（
元
会
長
）

　
　
　
　
　
　
二
、
学
年
役
員

　
　
　
　
　
　
　
卒
業
年
次
ご
と
に
各
ク
ラ
ス
に
一
名
置
く
。

　
　
　
　
　
　
三
、
会
計
監
査

　
　
　
　
　
　
　
会
員
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
し
た
者
。

第
　
七

　
条

　
会
長
は
総
て
の
会
合
を
主
宰
し
本
会
を
代
表
す
る
。

第
　
八

　
条

　
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
有
る
時
は
そ
の
代
理
を
す
る
。

第
　
九

　
条

　
科
長
は
科
を
代
表
す
る
。

第
　
十

　
条

　
書
記
は
議
事
の
収
録
を
行
う
。

第
　
十
一
条

　
会
計
は
会
計
事
務
を
司
る
。

第
　
十
二
条

　
事
務
は
庶
務
に
従
事
す
る
。

第
　
十
三
条

　
編
集
は
会
誌
そ
の
他
の
編
集
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
を
行
う
。

第
　
十
四
条

　
文
化
は
作
品
展
示
会
を
運
営
す
る
。

第
　
十
五
条

　
科
委
員
は
科
長
の
依
頼
事
項
を
行
う
。

第
　
十
六
条

　
監
査
は
本
部
会
計
の
監
査
を
行
う
。

第
　
十
七
条

　
顧
問
は
本
会
の
会
務
の
諮
問
に
答
え
る
も
の
と
す
る
。

第
　
十
八
条

　
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
但
し
会
長
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
て
は
三
期
ま
で
と
す
る
。

第
五
章
　
会
　
　
　
議

第
　
十
九
条

　
会
議
は
総
会
、
本
部
役
員
会
と
す
る
。

第
　
二
十
条

　
総
会
は
年
に
一
回
開
催
し
、
左
記
の
事
項
を
行
い
、
且
つ
会
員
の
親

　
　
　
　
　
　
睦
を
計
る
。

　
　
　
　
　
一
、
年
次
報
告

　
　
　
　
　
二
、
年
次
報
告
は
会
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
も
っ
て
行
う
。

　
　
　
　
　
三
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

第
二
十
一
条

　
役
員
会
は
、
役
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
に
よ
っ
て
成
立
し
、
左

　
　
　
　
　
　
記
の
事
項
を
審
議
す
る
。
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
定

　
　
　
　
　
　
す
る
。

　
　
　
　
　
一
、
規
約
の
改
正

　
　
　
　
　
二
、
入
会
費
の
決
定

　
　
　
　
　
三
、
年
会
費
の
決
定

　
　
　
　
　
四
、
予
算
の
決
議
、
決
算
の
承
認

　
　
　
　
　
五
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

第
六
章
　
会
　
　
　
費

第
二
十
二
条

　
本
会
の
入
会
費
一
万
円
は
入
学
時
に
納
入
す
る
。
一
旦
納
入
し
た
入

　
　
　
　
　
　
会
費
は
返
戻
し
な
い
。

第
二
十
三
条

　
年
会
費
は
二
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
本
会
の
運
営
費
は
入
会
費
と
年
会
費
を
も
っ
て
充
て
る
。

第
二
十
四
条

　
本
会
の
会
計
は
、
四
月
一
日
か
ら
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終

　
　
　
　
　
　
わ
る
。

第
二
十
五
条

　
本
会
の
収
支
予
算
は
会
役
員
会
（
会
計
監
査
員
は
除
く
）
で
決
議
し
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
決
算
は
年
度
末
か
ら
一
ヶ
月
以
内
に
監
査
員
の
監
査
を
受
け
、　

　
　
　
　
　
　
役
員
会
（
会
計
監
査
員
は
除
く
）
の
承
認
を
受
け
、
且
つ
、
総
会
の

　
　
　
　
　
　
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
　
　
　
則

　
本
会
規
約
は
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
月
か
ら
施
行
す
る
。

　
本
会
規
約
は
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
本
会
規
約
は
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
本
会
規
約
は
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
本
会
規
約
は
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
本
会
規
約
は
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

　（
花
桜
会
短
大
部
会
よ
り
尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
に
名
称
変
更
）

　
本
会
規
約
は
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
本
会
規
約
は
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

尚
絅
大
学
短
期
大
学
部
　
同
窓
会
規
約
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令和５年度収⽀決算書
令和5年4⽉1⽇〜令和6年3⽉31⽇

1 収 ⼊ ※△は収⼊予算に対しての減額  (単位：円)

令和５年度予算額 令和5年度決算額 増減額

2,449,208 2,449,208 0
2,700,000 2,130,000 △570,000

10 17 7
750,000 794,000 44,000

0 14,950 14,950

5,899,218 5,388,175 △511,043

2 ⽀ 出 ※△は⽀出予算に対しての超過額
令和５年度予算額 令和5年度決算額 増減額

100,000 10,000 90,000

総会費 50,000 10,000 40,000
⽂化活動費 50,000 0 50,000

2,640,000 2,636,107 3,893

会誌作成費 1,350,000 1,264,522 85,478

会誌発送費 480,000 788,794 △308,794
事務費 50,000 7,557 42,443
記念品代 400,000 308,880 91,120
催事費 200,000 186,354 13,646
学⽣⽀援 60,000 60,000 0
研修費 100,000 20,000 80,000

2,659,218 1,329,219 1,329,999

役員活動費 550,000 495,565 54,435
交通費 150,000 226,080 △76,080
消耗費 100,000 30,400 69,600
通信費 450,000 358,076 91,924
光熱⽔費 24,000 24,000 0
渉外費 140,000 102,478 37,522
備品代 1,000,000 0 1,000,000
慶弔費 30,000 0 30,000
雑費 15,218 0 15,218
予備費 200,000 92,620 107,380

500,000 0 500,000

5,899,218 3,975,326 1,923,892

3 収⽀決算

収⼊決算額 ⽀出決算額 決算残額
(次年度繰越⾦)

事業積⽴⾦
(定期預⾦)

普通預⾦ 現 ⾦ 合 計

摘 要

213名×10,000円

普通預⾦上期下期利息

家(201名) ⾷(65名) 幼(66名) 計332名＆寄付

合計

科    ⽬

会 議 費

事 業 費

管 理 費

科    ⽬
令和4年度繰越⾦

合   計

ドコモ携帯、振込⼿数料、現⾦書留、ＨＰ相談

学園へ⽀払い

中元歳暮、祝花代、学⾷寄付⾦、御花

⾹典、⽣花

令和5年度⼊会⾦
利    息

事業積⽴⾦

年  会  費
雑  収  ⼊

役員⼿当

役員交通費

区 分

ホームカミングデイ補助⾦

摘 要

のし袋、インク、定例会お茶代、掃除⽤具、紙コップ

「花さくら」会誌34号(4500冊)、窓付き封筒(4090)

会誌33号クロネコ、34号ゆうメール送料(前払)

証書ホルダー

学⽣へふくさ234個(ネーム⼊り)

ホームカミングデイ案内送付、接待、記念品等

学⽣⽀援

公開講座受講料

5,388,175 3,975,326 1,412,849 15,213,446 1,412,849 0 16,626,295⾦ 額 
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令和６年度　尚絅大学短期大学部　同窓会　役員名簿

〜令和６年度卒業生の役員さんが決まりました〜
クラス役員名簿

学 科

会 長

役 職

科 長

会 計

書 記

事 務

編 集

H P

科委員

副会長

氏 名 氏 名 氏 名卒年卒年 卒年(回 )(回 ) (回 )

家 政 科 食 物 栄 養 科 幼 児 教 育 科

総合生活学科

食物栄養学科

高 木 珠 蓮

家 入 叶 衣 今 村 陽 向

古 場 咲 希 古 川 莉 紗 後 藤 優 佳

森　 千 鶴 子
沼 垣 邦 子

永 田 桃 江

坂 口 啓 子

蓮 尾 美 保

中 原 福 子

寺 崎 邦 子

多 久 慶 子

林　 生 美

坂 田 優 子

齊 藤 徳 子

橘 薫

下 田 照 美

友 枝 博 子

井上さとみ

吉村恵利子

伊 藤 ミ エ

青 柳 葉 子

土 山 睦 子

原田貴美子

井　 誠 子

坂 本 柳 子

吉津美弥子

森　 浩 子

金 澤 恵 子

中川せい子

荒 牧 裕 子

志 内 久 美

高野いく子

矢 島 美 穂

錦 戸 益 美

小西眞理子

穴 井 雅 子

土 屋　 薫

野 村 澄 子

原 田 明 美

39(11)

44(16)

43(15)

43(15)

39(11)

44(16)

家
食

○

○

○

○

43(15)

48(20)

50(22)

45(17)

41(13)

56(13)

55(12)

4 9 ( 5 ) 4 9 ( 5 )
5 1 ( 8 )

4 9 ( 5 )

42(14)

55(12) 55(12)

40(12)

53(10)

53(10)

59(16)

4 4 ( 1 )

4 4 ( 1 )

4 5 ( 2 ) 4 9 ( 5 )

4 9 ( 5 )

4 9 ( 5 )

4 9 ( 5 )

5 2 ( 8 )

5 1 ( 7 )

61(17)
○印は長

幼児教育学科

1 組 2 組 3 組

家 政 科

食 物 栄 養 科

名 誉 会 長

顧 問

幼 児 教 育 科

29(1)
44(1) 森下ひろ子

下川冨士子 家
幼

名 誉 会 長

監 査

32(4)
49(5)
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